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修士論文要旨
問題と目的
　精神的ストレスに適切に対処することは発達障害者が働
く上で大きな問題となっている（障害者職業総合センター
職業センター，2011）。ストレスマネジメントはストレス性
疾患の予防や治療に効果があることが示されているが
（Lamontagne et al.， 2007），成人の発達障害者を対象に
したストレスマネジメントの効果は十分に検討されていな
い。そこで本研究では，発達障害者に対してストレスマネ
ジメントを実施し，その効果を測定すると共に，ストレス
マネジメントを実施する際の課題を明らかにする。
研究１
【目的】ストレスマネジメント研修会の効果を検討すること
を目的に質問紙調査を実施。
【方法】対象者：特例子会社Ｘに務める発達障害者22名（男
性：女性＝18：４，平均勤務月数11.53±3.69ヶ月，参加群:
不参加群＝８：14）。手続き：２時間のストレスマネジメント
研修会を実施し，pre，post，follow-upに質問紙調査を実施。
調査材料は，フェイスシート，職業性ストレス簡易調査票（川
上ら，2012），ストレスマネジメント自己効力感（山田ら，2001）
を用いた。調査期間：2013年９月中旬～10月中旬
【結果と考察】時期・群を独立変数，ストレスマネジメント
自己効力感とストレス反応を従属変数とした２要因分散分
析の結果，ストレスマネジメント自己効力感の下位尺度「ス
トレス緩衝」において交互作用が見られ（F[1,20]=4.435，
p<.05，partialη2=.18），不参加群の得点が研修会１か月
後に減少傾向だった。一方参加群は有意ではないが「スト
レス緩衝」，「落ち着き」において得点が上昇した。「ストレ
ス緩衝」と「落ち着き」は具体的なストレス対処法を取れ
るかを尋ねる質問項目で構成されていることから，研修会
で具体的なストレス対処法を扱ったことが得点に影響した
可能性が考えられる。ストレス反応では，研修会前の怒り
状態 が不参加群 より参加群が高い傾向にあった
（F[1,20]=3.625，p<.10，partialη2=.15）が，１か月後
に有意ではないが参加群は得点が上昇，不参加群は減少し
ており，参加群の怒り制御ができるようになった可能性が
推察される。その他ストレス反応では両群で異なる動きは
見られなかった。ストレスマネジメントの効果検討では，健
常者の職場のストレスマネジメント研修においてもストレス
反応の効果は認められないこともあることから（Shimazu 
et al，2003），研修会参加者の主観的な効果を明らかにす
る必要性があるだろう。
研究２
【目的】ストレスマネジメント研修会参加者の主観的効果や
課題を明らかにすることを目的にインタビュー調査を実施。
【方法】対象者：本研究の研修会参加者でインタビュー調査
に同意した７名（全て男性，平均年齢29.86±6.36歳）。手
続き：研修会１ヶ月後より，30分程度の半構造化面接によ
るインタビューを行った。調査期間：2013年10月中旬～11
月上旬。解析方法：KJ法（川喜田，1967）を援用して，臨
床心理学を専攻する大学院生５名で行った。〈研修会の効果〉，
〈研修会の問題点〉，〈理解しやすかった理由〉，〈ストレッ
サー〉，〈ストレス対処法〉，〈ストレス反応〉に該当する箇所
を抽出し，カテゴリ分け，各カテゴリの関係性を検討した。
【結果と考察】障害から生じる情報処理の難しさが，研修会
の効果を阻害する可能性も示されたが，その一方で，「気づ
き」，「学び」，「ストレスマネジメント自己効力感への影響」と
いう効果を感じていることが示された。また，研修会を理解し
にくい理由には「考え方を変え難い」，「余裕がない時にはでき
ない」という意見が多く，認知の柔軟性や感情制御の問題が影
響していると考えられた。一方これまでに認知の変容プログ
ラムを体験したことのある人は認知の変容を取り組みやすく
なっていたこと，対象者が実施しているストレス対処法の中
には感情制御の方法が存在していることから，複数回の実施
による理解の促進や，参加者が日頃取り組んでいるストレス
対処法と研修会で学習した対処法を組み合わせることで新し
い方法を取り組む不安を低減できる可能性が考えられる。
総合考察
　研究１にて参加群のストレスマネジメント自己効力感の
得点が上昇したことや研究２にて参加者の主観的な効果と
して「気づき」，「学び」，「ストレスマネジメント自己効力
感への影響」がみられたことから，成人の広汎性発達障害
者においてもストレスマネジメント研修は有効である可能
性が示された。また，障害ゆえに効果を感じにくい点もあ
ることが示され，複数回の実施や日頃取り組んでいる対処
法と研修会で学んだ対処法の併用などの工夫をすることで
理解を深められる可能性が示唆された。
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